[image: image1.wmf][image: image2.wmf]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

[image: image3.wmf]
[image: image4.wmf]
[image: image5.wmf][image: image6.wmf][image: image7.wmf][image: image8.wmf][image: image9.wmf][image: image10.wmf]





　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 



【小学校国語・ワークブック】





学習日：　　月　　日（　　）





小学校国語　No.G21





うわさ話





学　年





中・高





　　　年　　組　氏名　　　　　　　　　　　








☆あきらくんの家のクリスマスパーティーにとなりの家の四つ子くんが来てくれました。四つ子くんが帰った後、あきらくんの家では四つ子くんの話になりました。次の会話を読んで、下の問題に答えましょう。





　　　「イーストくんは、しっかりしているわね。みんながげんかんでぬいだくつをきちんとそろえていたわよ。プレゼントもちゃんと用意してくれていたしね。」　





　　　「お母さんは、イーストくんが好きなの？でも、わたしは、サウスくんがいいな。だって、とっても歌がうまいから。」





　　　「そう？ぼくは、ウエスト先ぱいがみんなに気配りをしていてすごいなあと思ったよ。クリスマスケーキを持ってきてくれたし。とってもおいしくて、あのケーキはまた食べたいな。どこで買ったのかも聞いたから、今度買ってね。」





　　　「しかし、あの四つ子は、顔がそっくりだな。おそろいの耳あてやマフラーをしているとわしには、さっぱり見分けがつかないよ。あきらには、わかるのか？」





　　　「お父さんは、いつも会ってないから見分けにくいんだよ。ノースくんは、ぼくと同じクラスだけど、このごろ身長がすごくのびてさ。ぼくは、おいこされちゃったんだよ。」





　　　「みんな、いい子だよ。おばあちゃんの私にもいつも笑顔であいさつしてくれるよ。サウスくんは、生まれた時は、小さかったけど、元気に大きくなってよかったね。」





　　　「ウエスト先ぱいは、気配りもできていい人だし、ラグビーの代表選手にも選ばれたんだよ。すごいなあ。今度大会を応援しにいくんだ。」





　　　「そうなの？そういえば、体つきもがっちりして、四人の中では肩はばも一番広いもんね。小さい時にはよくお姉ちゃんと言ってしたってくれて、かわいかったのに、近ごろは、あまり話もしていないなあ。」





　「みんな大きくなったんだからしかたないわね。でも、サウスくんは、一人だけおもしろいズボンをはいていたわね。下のほうがふくらんでいるのね。はやりなの？」





　　　「お母さんは、流行にうといからね。サウスくんは、歌手になりたくて勉強しているのよ。だから、ファッションにも気を使っているのよ。」





　　　「ほう、そんなものなのかね。」





一、あきらくんの家族の会話から絵にあてはまる四つ子くんの名前を□に書きましょう。





二、あきらくんの家族は、何人でしょう。人数を書きましょう。 （　　　 　）人





三、あきらくんには、どんなきょうだい


（兄・姉・妹・弟）がいますか？　　　　　　　　　　　　


（　　　　　　）





解答
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一、あきらくんの家族の会話から絵にあてはまる四つ子くんの名前を□に書きましょう。





二、あきらくんの家族は、何人でしょう。人数を書きましょう。


　　　　　　　 （　　六　　）人


三、あきらくんには、どんなきょうだい（兄・姉・妹・弟）がいますか？　　　　　　　　


（　　姉・弟　　）





☆あきらくんの家のクリスマスパーティーにとなりの家の四つ子くんが来てくれました。四つ子くんが帰った後、あきらくんの家では四つ子くんの話になりました。次の会話を読んで、下の問題に答えましょう。





　　　「イーストくんは、しっかりしているわね。みんながげんかんでぬいだくつをきちんとそろえていたわよ。プレゼントもちゃんと用意してくれていたしね。」　





　　　「お母さんは、イーストくんが好きなの？でも、わたしは、サウスくんがいいな。だって、とっても歌がうまいから。」





　　　「そう？ぼくは、ウエスト先ぱいがみんなに気配りをしていてすごいなあと思ったよ。クリスマスケーキを持ってきてくれたし。とってもおいしくて、あのケーキはまた食べたいな。どこで買ったのかも聞いたから、今度買ってね。」





　　　「しかし、あの四つ子は、顔がそっくりだな。おそろいの耳あてやマフラーをしているとわしには、さっぱり見分けがつかないよ。あきらには、わかるのか？」





　　　「お父さんは、いつも会ってないから見分けにくいんだよ。ノースくんは、ぼくと同じクラスだけど、このごろ身長がすごくのびてさ。ぼくは、おいこされちゃったんだよ。」





　　　「みんな、いい子だよ。おばあちゃんの私にもいつも笑顔であいさつしてくれるよ。サウスくんは、生まれた時は、小さかったけど、元気に大きくなってよかったね。」





　　　「ウエスト先ぱいは、気配りもできていい人だし、ラグビーの代表選手にも選ばれたんだよ。すごいなあ。今度大会を応援しにいくんだ。」





　　　「そうなの？そういえば、体つきもがっちりして、四人の中では肩はばも一番広いもんね。小さい時にはよくお姉ちゃんと言ってしたってくれて、かわいかったのに、近ごろは、あまり話もしていないなあ。」





　「みんな大きくなったんだからしかたないわね。でも、サウスくんは、一人だけおもしろいズボンをはいていたわね。下のほうがふくらんでいるのね。はやりなの？」





　　　「お母さんは、流行にうといからね。サウスくんは、歌手になりたくて勉強しているのよ。だから、ファッションにも気を使っているのよ。」





　　　「ほう、そんなものなのかね。」








